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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年２月期第３四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年11月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

24年２月期第３四半期 6,298   2.7 305   ― 50   ― △1,382   ―
23年２月期第３四半期 6,132 △61.1 △255   ― △851   ― △3,483   ―

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

24年２月期第３四半期 △7.30 ―
23年２月期第３四半期 △46.57 ―

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

24年２月期第３四半期 16,388 △339 △2.1 △1.38
23年２月期 18,628 173 0.2 0.19

(参考)自己資本 24年２月期第３四半期         △339百万円 23年２月期           32百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
23年２月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00   
24年２月期 ― 0.00   

24年２月期(予想)   ― 0.00 0.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭

通  期 8,510 12.6 780 ― 440 ― 850 ― 3.47

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

（注）「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる普通株式数については、平成 23 年 11 月末における発行済株式総数（自己株式を除

く）を使用しております。 



 

４．その他 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 無 

 新規 －社 (社名)  、除外 －社 (社名)  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年２月期３Ｑ 245,169,900株 23年２月期 171,095,900株

② 期末自己株式数 24年２月期３Ｑ 247,997株 23年２月期 247,997株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年２月期３Ｑ 189,376,763株 23年２月期３Ｑ 74,787,475株

 
 
（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 
（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって異

なる結果となる可能性があります。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響を受けたサプライチェーンの復旧や個人

消費の持ち直し傾向が見られ、全体として、回復の兆しが見られるようになりましたが、欧米諸国における財政問

題を原因とする円高問題や長引くデフレ問題等により、景気の先行きについては依然として、不透明な状況が続い

ております。 

このような環境下において、当社グループは「豊かで快適な暮らしの創造」を企業理念とし、早期の業績の回復

に向けて、最大限の努力を継続してまいりました。 

当第３四半期連結会計期間におきましても、レジデンシャル事業における分譲マンションの販売、シニア事業に

おける高い入居率の維持等、順調に進捗してまいりました。 

しかしながら、さらなる債務圧縮を目的とした保有資産の処分等を進める中で減損損失等を特別損失として計上

したことにより、当第３四半期連結会計期間の売上高は1,586百万円、営業利益6百万円、経常損失89百万円、四半

期純損失1,842百万円となりました。 

なお、各セグメントの業績は次のとおりであります。 

(レジデンシャル事業) 

レジデンシャル事業におきましては、自社分譲マンションの引渡しの他、販売代理案件の引渡しによる売上等

を計上した結果、売上高は491百万円、営業損失は67百万円となりました。 

なお、レジデンシャル事業における分譲マンションの販売に関する売上は、売買契約の成立時ではなく、建物

完成後の顧客への引渡時に計上されることとなるため、その引渡時期により四半期ごとの売上高に偏りが生じる

傾向があります。 

(アセット・ソリューション事業) 

アセット・ソリューション事業におきましては、収益不動産の賃料収入及びその他の収入を合わせ、売上高は

83百万円、営業損失は39百万円となりました。 

(シニア事業) 

シニア事業におきましては、開設済み施設の稼働率も順調に推移し、売上高は1,011百万円、営業利益は110百

万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ2,240百万円減少し、16,388百万円とな

りました。これは主に保有在庫の引渡しによるたな卸資産の減少及びそれに伴うプロジェクト資金の返済、第３四

半期連結会計期間に計上した減損損失による資産の減少によるものであります。 

また、当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,727百万円減少し、16,727

百万円となりました。これは主に保有物件の売却等により有利子負債が減少したことによるものであります。 

これらの結果に加え、平成23年8月26日付けで、ジェイウイング・キャピタル株式会社を割当先とした第三者割

当による新株予約権が当第３四半期連結会期間において全て行使されたことによる資本増強等により、当第３四半

期連結会計期間末における純資産は、△339百万円となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べ251百万円の増

加となりました。 

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果支出した資金は、74百万円となりました。これは主にレジデンシャル事業における分譲マンシ

ョン販売特有の物件引渡しの季節的変動により、営業費用が、営業収益を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果支出した資金は96百万円となりました。これは主に有形固定資産（賃貸不動産にかかる建設

費）の延払い分の支払いによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は421百万円となりました。これは主に新株予約権の行使による払い込みによる

ものであります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年２月期通期の連結業績予想に関しましては、堅調なレジデンシャル事業の契約進捗に加え、運営中のシ

ニア事業における各施設の入居率が想定以上に堅調であることにより、連結営業損益ベースにおいては、黒字化が

図れる体制が構築できたことや、引続き各債権者様との協議をおこなっていること等を考慮し、平成23年10月11日

に公表した連結業績予想を変更しておりません。  

なお、今後につきましては、販売の進捗状況や債権者との協議の進捗に応じ、業績予想値の変更の必要が生じ次

第、適時に開示してまいります。 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度にかかる減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算出にあたっては、加味する加減算項目や税額控除項目を、重要なものに限定してお

ります。また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境や一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタ

ックス・プランニングを利用する方法によっております。  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。  

なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループは、前連結会計年度において、大幅な債務圧縮を目的とした棚卸資産や保有固定資産の処分によ

る貸借対照表の量的改善、有利子負債の削減による支払利息等の軽減、増資による資本増強等により、将来の業

績回復に向けた土台の整備を図ってまいりましたが、不動産業界を取り巻く環境は厳しく、継続して大幅な損失

を計上したことにより、自己資本比率が減少している状態となっておりました。 

当第３四半期連結累計期間においては、損益面で305百万円の営業利益及び50百万円の経常利益を計上し、早期

の業績の回復に向け、順調に営業活動を展開してまいりました。しかしながら、さらなる債務圧縮を目的とした

保有資産の処分等を進める中で、減損損失を特別損失として計上した結果、当第３四半期連結会計期間末時点に

おいては、339百万円の債務超過の状態となっております。 

以上のような状況により、当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に疑義を生じさせ

るような事象又は状況が存在しております。 

当社グループといたしましては、これらの事象又は状況を改善し、1 日も早い「継続企業の前提に関する重要事

象等」の解消に向け、取り組んでまいる所存であります。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,177,135 730,633

受取手形及び売掛金 484,860 441,863

販売用不動産 874,687 20,291

仕掛販売用不動産 734,460 2,278,466

その他 431,789 400,500

貸倒引当金 △2,388 △2,658

流動資産合計 3,700,544 3,869,096

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,683,397 3,667,758

減価償却累計額 △665,952 △534,245

建物及び構築物（純額） 3,017,445 3,133,513

土地 7,235,567 9,092,068

その他 1,120,006 1,062,370

減価償却累計額 △376,509 △307,003

その他（純額） 743,497 755,366

有形固定資産合計 10,996,510 12,980,948

無形固定資産 15,437 18,232

投資その他の資産   

投資有価証券 33,629 38,516

差入保証金 1,049,883 1,019,627

その他 595,542 705,675

貸倒引当金 △2,898 △3,126

投資その他の資産合計 1,676,157 1,760,694

固定資産合計 12,688,105 14,759,874

資産合計 16,388,650 18,628,970

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 315 32,214

短期借入金 3,642,450 3,499,450

1年内返済予定の長期借入金 6,218,787 5,521,077

未払金 1,598,649 1,740,691

未払法人税等 81,010 188,607

引当金 128,953 90,864

その他 2,858,762 3,587,730

流動負債合計 14,528,929 14,660,635
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

固定負債   

長期借入金 － 1,184,750

長期入居一時金預り金 1,063,817 1,263,912

その他 1,135,199 1,346,639

固定負債合計 2,199,017 3,795,302

負債合計 16,727,946 18,455,937

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,176,123 5,670,794

資本剰余金 5,940,843 5,435,514

利益剰余金 △12,016,059 △10,633,413

自己株式 △440,204 △440,204

株主資本合計 △339,296 32,691

新株予約権 － 140,341

純資産合計 △339,296 173,032

負債純資産合計 16,388,650 18,628,970
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

売上高 6,132,158 6,298,006

売上原価 4,930,299 4,890,265

売上総利益 1,201,859 1,407,741

販売費及び一般管理費 1,457,069 1,101,817

営業利益又は営業損失（△） △255,209 305,923

営業外収益   

受取利息 12,620 12,943

賃貸収入 34,078 12,766

その他 76,202 64,309

営業外収益合計 122,900 90,019

営業外費用   

支払利息 647,025 340,271

その他 72,328 5,636

営業外費用合計 719,353 345,907

経常利益又は経常損失（△） △851,662 50,035

特別利益   

固定資産売却益 55,173 －

債務免除益 2,855,226 235,877

新株予約権戻入益 － 186,822

その他 20,619 7,769

特別利益合計 2,931,019 430,468

特別損失   

固定資産売却損 4,630,110 －

減損損失 － 1,851,532

その他 926,387 5,498

特別損失合計 5,556,498 1,857,031

税金等調整前四半期純損失（△） △3,477,140 △1,376,527

法人税、住民税及び事業税 6,015 6,119

法人税等合計 6,015 6,119

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,382,646

四半期純損失（△） △3,483,156 △1,382,646
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年９月１日 
 至 平成23年11月30日) 

売上高 1,434,939 1,586,829

売上原価 1,333,866 1,234,794

売上総利益 101,073 352,034

販売費及び一般管理費 436,660 345,332

営業利益又は営業損失（△） △335,586 6,701

営業外収益   

受取利息 4,147 3,012

債権回収益 7,952 －

受取手数料 － 3,713

賃貸収入 5,925 3,735

その他 9,886 2,159

営業外収益合計 27,912 12,621

営業外費用   

支払利息 170,767 108,009

その他 15,483 451

営業外費用合計 186,250 108,460

経常損失（△） △493,924 △89,137

特別利益   

債務免除益 2,728,177 105,748

その他 19,833 142

特別利益合計 2,748,011 105,890

特別損失   

投資有価証券売却損 4,550 －

有形固定資産除却損 11,888 －

減損損失 － 1,851,532

その他 155 5,498

特別損失合計 16,594 1,857,031

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

2,237,492 △1,840,277

法人税、住民税及び事業税 2,082 1,929

法人税等合計 2,082 1,929

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,842,207

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,235,409 △1,842,207
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △3,477,140 △1,376,527

減価償却費 334,416 204,976

減損損失 － 1,851,532

のれん償却額 80,172 8,908

投資有価証券売却損益（△は益） 5,326 －

支払利息 647,025 340,271

有形固定資産売却損益（△は益） 4,574,936 －

債務免除益 △2,855,226 △235,877

新株予約権戻入益 － △186,822

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,799,320 689,591

前渡金の増減額（△は増加） △25,373 1,697

仕入債務の増減額（△は減少） △738,884 △31,899

未払金の増減額（△は減少） △259,852 △1,807

入居一時金預り金の増減額（△は減少） － △343,355

前受金の増減額（△は減少） △460,522 △607,985

その他 515,926 △326,551

小計 2,140,124 △13,847

利息及び配当金の受取額 13,186 13,012

利息の支払額 △230,513 △152,633

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △89,757 △113,403

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,833,040 △266,871

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,578,794 △172,674

有形固定資産の売却による収入 4,594,697 7,106

差入保証金の回収による収入 33,161 －

その他 44,127 3,005

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,093,191 △162,561

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △701,751 143,000

長期借入金の返済による支出 △5,104,635 △261,152

株式の発行による収入 1,499,995 999,999

その他 △44,345 △5,911

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,350,737 875,935

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 575,494 446,502

現金及び現金同等物の期首残高 1,130,044 730,633

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,705,538 1,177,135
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当社グループは、前連結会計年度において、大幅な債務圧縮を目的とした棚卸資産や保有固定資産の処分によ

る貸借対照表の量的改善、有利子負債の削減による支払利息等の軽減、増資による資本増強等により、将来の業

績回復に向けた土台の整備を図ってまいりましたが、不動産業界を取り巻く環境は厳しく、継続して大幅な損失

を計上したことにより、自己資本比率が減少している状態となっておりました。  

当第３四半期連結累計期間においては、損益面で305百万円の営業利益及び50百万円の経常利益を計上し、早期

の業績の回復に向け、順調に営業活動を展開してまいりました。しかしながら、さらなる債務圧縮を目的とした

保有資産の処分等を進める中で、減損損失を特別損失として計上した結果、当第３四半期連結会計期間末時点に

おいては、339百万円の債務超過の状態となっております。 

以上のような状況により、当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に疑義を生じさせ

るような事象又は状況が存在しております。 

しかしながら、下記施策の確実な実行により、大幅な改善が実現できると考えております。 

①共同事業方式によるマンション分譲事業の展開 

マンション分譲業務に関しましては、当社が土地を取得し、建築費を事業パートナーに負担していただく

等、当社の資金流出を極力抑えた省資金型の共同事業方式により開発を進めてまいる所存であり、得意とする

横浜を中心とした神奈川及び武蔵野エリアに特化し、優良な物件のみを厳選し、供給戸数や売上高を追い求め

るのではなく、強みである仕入情報ネットワークを駆使し、得意とする企画力により、エリアニーズに適合し

た「売れるマンション（＝良いもの）」のみをマーケット環境に応じた展開をしてまいります。 

②堅調なシニア事業の積極展開 

現状、シニア事業は非常に好調であり、また、療養病床が大幅に削減される見込みであることから、要介護

者に対応できる受け皿の必要性が高まるものと認識しており、医療体制が充実した高齢者住宅ニーズは高まる

と想定しております。 

また、新たにフランチャイズ事業の展開を企画する等、当社グループの強みとノウハウを活かし、ハード・

ソフトの両面で同業他社との差別化を図ることで、同事業を当社グループの事業の柱の一つとして引き続き積

極的に展開してまいります。 

③フィービジネスの展開 

当社グループは、今後の重要な資金源として、入手した案件情報を活用し、これまで培ってきたノウハウに

より、仲介手数料やコンサルティングフィーを獲得する事業や、取得した土地にマンション事業を企画し、資

金力のある大手デベロッパー等に事業主の地位を譲渡することによりフィーを獲得する地位譲渡業務等の省資

金型のフィービジネスを展開してまいります。 

④債務の圧縮 

既存のプロジェクト資金等につきましては、物件の販売スケジュールに合わせて返済条件の見直しを行うこ

とにつき、取引金融機関および建設会社にご協力をいただいており、見直し後の返済条件に従い支払いを行っ

ております。また、債務の圧縮につきましては、担保物件の処分も含め、債権者である金融機関等と個別に協

議しながら進めてまいります。 

⑤資金調達の実施 

当社グループは、シニア事業という安定したコア成長ビジネスを持ち、物件の仕入れ力と販売力には定評が

あるものと自負しており、必要に応じた資金を調達することができれば、成長路線に戻せると認識しておりま

す。今後は、引き続き様々な調達手法を検討し、株主価値を最大限に高める最適な手法により適宜必要な資金

を調達してまいる所存であります。 

また、上記施策に加え、既に実施しております人員配置の適正化や販売費及び一般管理費をはじめとした固

定費の削減を引き続き徹底することにより、支出の抑制に努めてまいります。  

（４）継続企業の前提に関する注記
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〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結会計期間（自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日） 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日） 

 （注）１ 事業区分は売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主な内容 

① 不動産販売事業・・・・・・・自社分譲マンションの分譲及び不動産流動化事業 

② 不動産関連業務受託事業・・・他社分譲マンションの販売代理を含む不動産の媒介及び広告宣伝代理業

務、ローン事務代行業務、並びに不動産の賃貸に関する事業 

③ シニア住宅事業・・・・・・・シニア用住宅の企画・運営業務等 

３ すべての営業費用は各セグメントに配分されているため、配賦不能営業費用はありません。 

４ 不動産販売事業においては、通常の営業形態として物件の引渡時に売上が計上されるため、四半期ごとの売

上高及び業績の間には著しい季節変動が発生する場合があります。 

５ シニア住宅事業においては、シニア住宅の開設時期に偏りがある場合、四半期ごとの売上高及び業績の間に

は著しい季節変動が発生する場合があります。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  不動産販売 
事業 

不動産関連
業務受託事業

シニア住宅
事業 計 消去又は全社 連結

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  276,324  178,798  979,816  1,434,939 ―  1,434,939

(2）セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
―  3,129 ―  3,129  (3,129) ― 

計  276,324  181,928  979,816  1,438,068  (3,129)  1,434,939

営業利益又は営業損失（△）  △275,651  △119,576  58,092  △337,134  1,547  △335,586

  （単位：千円）

  不動産販売 
事業 

不動産関連
業務受託事業

シニア住宅
事業 計 消去又は全社 連結

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  2,161,142  1,068,696  2,902,320  6,132,158 ―  6,132,158

(2）セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 589,714  9,089 ―  598,804  (598,804) ― 

計  2,750,856  1,077,786  2,902,320  6,730,963  (598,804)  6,132,158

営業利益又は営業損失（△）  △432,004  △31,472  176,144  △287,332  32,122  △255,209
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行っているものであります。  

当社グループは、従来、事業の種類別セグメントを「不動産販売事業」「不動産関連業務受託事業」「シニア

住宅事業」としておりましたが、昨今の当社グループの取り巻く環境を鑑み、経営管理の効率化及び事業の集約

を実施致し、新たに事業活動を展開しております。 

それに伴い、当社グループは「レジデンシャル事業」「アセット・ソリューション事業」「シニア事業」を報

告セグメントとしております。 

なお、各セグメントにおける事業内容は以下の通りであります。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年11月30日） 

（単位：千円）

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額10,421千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

当第３四半期連結会計期間（自 平成23年９月１日 至 平成23年11月30日） 

（単位：千円）

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額3,422千円は、セグメント間取引消去によるものであります。 

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

セグメント区分 事業の内容 

レジデンシャル事業 住宅用不動産の企画・開発・販売、その他付随業務 

アセット・ソリューシ

ョン事業 

収益不動産の企画・開発・販売・運営、アセットマネジメント・プロパティマネ

ジメント業務、その他付随業務 

シニア事業 有料老人ホームの企画・開発・運営、その他介護関連業務 

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

レジデンシャ
ル事業 

アセット・
ソリューシ
ョン事業 

シニア事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高 3,002,402 268,194 3,027,409 6,298,006 ― 6,298,006 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

― 2,383 ― 2,383 (2,383) ― 

計 3,002,402 270,578 3,027,409 6,300,390 (2,383) 6,298,006 

セグメント利益 

又は損失（△） 
133,324 △138,769 300,947 295,502 10,421 305,923 

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

レジデンシャ
ル事業 

アセット・
ソリューシ
ョン事業 

シニア事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高 491,661 83,485 1,011,682  1,586,829 ― 1,586,829 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

― 795 ― 795 (795) ― 

計 491,661 84,280 1,011,682 1,587,624 (795) 1,586,829 

セグメント利益 

又は損失（△） 
△67,306 △39,727 110,313 3,279 3,422 6,701 
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に関する重要な減損損失） 

 「アセット・ソリューション事業」において、将来開発する方針であった固定資産について、当社の経営課題

である債務圧縮を目的とした処分を行う予定となったことから、当該固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、減少額を減損損失として1,851百万円を計上しております。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。  

当社は、平成23年８月26日付でジェイウイング・キャピタル株式会社を割当先とした第三者割当による新株式の

発行を行ったこと及び同日付でジェイウイング・キャピタル株式会社を割当先として発行した新株予約権につき、

当第３四半期連結会計期間中において、全て行使されたことにより、前連結会計年度末に比べ、資本金が505,329

千円、資本準備金が505,329千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が 千円、資本準備

金が 千円となっております。   

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

6,176,123

5,940,843
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